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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

憲
法
公
布
77
年
の
11
月
３
日
、

国
会
正
門
前
に
４
千
人
が
結
集
し
、

『
つ
な
ご
う
憲
法
を
い
か
す
未
来
へ

11
・
３
憲
法
大
行
動
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
戦
争
で
多
く
の
市
民
が
殺
さ
れ

て
い
ま
す
。
ハ
マ
ス
の
ロ
ケ
ッ
ト

攻
撃
に
端
を
発
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
ガ
ザ
地
区
攻
撃
は
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ト
の
様
相
と
な
っ
て
い
ま
す
。

集
会
で
は
、
武
力
に
よ
る
侵
略
と

日
本
の
軍
拡
路
線
に
対
す
る
抗
議

の
声
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

集
会
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
の
齋

藤
小
百
合
恵
泉
女
学
園
大
教
授（
憲

法
学
）
は
、「
岸
田
改
造
内
閣
の
副

大
臣
・
政
務
官
は
女
性
ゼ
ロ
、
大

臣
に
５
人
女
性
が
い
る
が
女
性
登

用
と
は
い
え
な
い
。
政
府
は
こ
れ

を
お
か
し
い
と
思
わ
な
い
の
か
。

オ
ジ
サ
ン
政
治
は
何
を
作
り
出
す

の
か
、
ど
ん
な
国
か
。
戦
争
を
で

き
る
国
、
戦
争
に
向
か
う
政
治
だ
。

女
性
に
発
言
さ
せ
な
い
家
父
長
制

的
政
治
は
、
暴
力
・
武
力
に
よ
り

他
者
を
押
さ
え
つ
け
る
構
造
に
向

か
う
。
日
本
国
憲
法
の
理
念
と
対

極
に
あ
る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
二
人
目
の
メ
イ
ン
ス

ピ
ー
カ
ー
清
水
雅
彦
日
体
大
教
授

（
憲
法
学
）
は
、「
武
力
に
頼
る
こ

と
な
く
、
外
交
で
安
全
を
保
て
る
。

外
交
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、

戦
争
に
は
な
ら
な
い
。」
と
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
沖
縄
か

ら
、
普
天
間
騒
音
問
題
裁
判
で
国

は
「
普
天
間
は
高
台
に
あ
り
津
波

等
危
険
も
な
い
適
地
。
重
要
な
基

地
な
の
で
被
害
は
受
容
し
ろ
」
と
、

大山登山の帰り道　
大山寺参道のモミジ

一
方
、
辺
野
古
埋
立
代

執
行
問
題
で
は
「
普
天

間
で
は
付
近
住
民
に
危

険
が
迫
っ
て
い
る
」
と

言
う
デ
タ
ラ
メ
な
対
応

が
、
福
島
か
ら
は
被
災

者
切
捨
て
の
現
実
が
、

マ
イ
ナ
保
険
証
で
は
大

企
業
優
先
政
策
の
実
態

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
痛

烈
に
政
府
批
判
。「
増
税

メ
ガ
ネ
」
岸
田
は
た
だ

ち
に
退
陣
し
ろ
！

外
交
で
戦
争
は
防
止
で
き
る

「
増
税
メ
ガ
ネ
」
岸
田
退
陣
！

オ
ジ
サ
ン
政
治
に
明
日
は
な
い

大
軍
拡
「
増
税
メ
ガ
ネ
」
岸
田
政
権
を
許
さ
な
い
！

パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ト
を
許
さ
な
い
！

表現と社会問題を繋ぐ活動を進めている
「公園で chill」のオープニング

休日だから大変なんだけど
東京清掃の仲間も多数参加
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出
だ
し
で
早
く
も
ハ
ラ
ハ
ラ

　

今
年
の
退
職
者
会
親
睦
旅
行
は

「
猿
島
探
検
と
よ
こ
す
か
満
喫
ツ

ア
ー
」。
さ
て
、
ど
ん
な
塩
梅
に
。

　

10
月
20
日
７
時
半
、
品
川
駅
京

急
乗
換
口
集
合
。「
時
間
が
早
す
ぎ

る
」
と
約
１
名
か
ら
文
句
。
う
る

さ
い
よ
ね
。
こ
こ
で
、
早
速
の
ト

ラ
ブ
ル
。『
よ
こ
す
か
き
っ
ぷ
』
で

は
な
く
『
み
う
ら
ま
ぐ
ろ
き
っ
ぷ
』

を
買
っ
ち
ゃ
っ
た
人
が
。
高
齢
者

集
団
特
有
の
ち
ょ
っ
と
し
た
事
件
。

　

京
急
結
構
混
ん
で
る
じ
ゃ
ん
、

な
か
な
か
座
れ
な
い
。
汐
入
で
下

車
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
三
笠
公
園
の

猿
島
渡
船
場
へ
。
こ
こ
で
思
わ
ぬ

幸
運
。
事
前
に
ネ
ッ
ト
で
調
べ
運

行
会
社
の
30
分
ツ
ア
ー
を
申
込
む

つ
も
り
で
し
た
が
、
横
須
賀
市
認

定
専
門
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
客
引
き

に
遭
遇
。
料
金
は
同
じ
で
90
分
、

し
か
も
弾
薬
庫
等
の
通
常
施
錠
さ

れ
て
入
れ
な
い
所
も
だ
っ
て
。
即

決
で
依
頼
。早
速
、結
果
オ
ー
ラ
イ
。

　

猿
島
ま
で
船
で
約
10
分
、
航
路

の
最
深
部
は
40
ｍ
く
ら
い
。

　

充
実
の
90
分
が
始
ま
り
ま
す
。

　

見
学
ス
タ
ー
ト
は
120
年
動
き
続

け
て
い
る『
発
電
所
』。今
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
。
防
御
の
た
め
掘
ら
れ

た
切
通
し
を
歩
く
、
雰
囲
気
抜
群
。

フ
ラ
ン
ス
式
築
城
術
に
よ
る
要
塞

の
風
情
が
色
濃
く
な
り
、
地
下
壕

の
兵
舎
、
次
に
弾
薬
庫
へ
。
い
ず

れ
も
施
錠
さ
れ
て
い
て
専
門
ガ
イ

ド
同
行
で
は
な
い
と
入
れ
な
い
場

所
。 

ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
た
室
内

は
ち
ょ
っ
と
カ
ビ
臭
く
ヒ
ン
ヤ
リ
。

レ
ン
ガ
積
み
は
フ
ラ
ン
ス
式
。

　

ト
イ
レ
等
生
活
空
間
の
跡
も
残

る
切
通
し
は
石
垣
や
レ
ン
ガ
と
苔

が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
。
総
レ
ン

ガ
の
大
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
そ

こ
は
ラ
ピ
ュ
タ
の
世
界
。
い
い
ね
。

　

島
の
上
に
は
４
つ
の
砲
台
跡
、

眺
望
が
見
事
な
台
場
、
敗
戦
間
際

に
設
置
さ
れ
た
高
角
砲
砲
座
跡
等
、

ち
な
み
に
猿
島
山
頂
の
海
抜
40
ｍ

展
望
広
場
は
神
奈
川
百
名
山
。

　

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
に
聞
き

入
っ
て
い
る
う
ち
に
あ
っ
と
い
う

間
の
90
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

船
で
三
笠
公
園
に
戻
り
、『
よ
こ

す
か
ポ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
内
の

『
船
主
』
に
て
ラ
ン
チ
宴
会
。
フ
ー

ド
コ
ー
ト
な
の
が
興
醒
め
？　

料

理
が
美
味
し
か
っ
た
し
、
た
っ
ぷ

り
飲
め
た
か
ら
い
い
や
。『
よ
こ
す

か
き
っ
ぷ
』
に
つ
い
て
く
る
お
土

産
を
ゲ
ッ
ト
し
た
り
、
ぶ
ら
ぶ
ら

横
須
賀
中
央
駅
ま
で
歩
き
、
解
散
。

　

ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
け
ど
、
参
加
者

か
ら
大
好
評
。
結
果
オ
ー
ラ
イ
。

大
探
検
！
猿
島
の
90
分
、
最
高
！

出
た
と
こ
勝
負
ツ
ア
ー
、
今
年
も
結
果
オ
ー
ラ
イ
？

ラ
ッ
キ
ー
！
思
わ
ぬ
幸
運
に

圧
巻
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
し
た

「
楽
し
か
っ
た
ね
」
の
感
想

地下壕の弾薬庫跡内、ライトで照らし説明
（専門ガイドと一緒でなければ入れない）

長いトンネルを抜けるとラピュタの世界であった

カンパ〜イ、いつものように盛り上がりました
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来
春
ま
で
の
主
な
行
事　

毎
月
何
か
を

　

既
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

11
月
14
日
は
「
谷
中
探
訪
」
で
す
。

　

谷
中
は
最
近
外
国
人
に
人
気
で
、

レ
ト
ロ
な
街
並
み
や
寺
町
が
受
け

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
街
を
台
東
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
め
ぐ
り

ま
す
。
意
外
な
新
し
い
発
見
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

▼
集　

合　

10
時
00
分

　

Ｊ
Ｒ
「
日
暮
里
」
駅
北
改
札
口

▼
ラ
ン
チ　

日
暮
里
駅
南
改
札
口

　
　
　
　
　

下
で
海
鮮
＆
ビ
ー
ル

▼
会　

費　

２
千
円

　

来
春
行
う
『
新
春
の
集
い
』
も

予
定
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

１
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

11
時
45
分
開
始

■
会　

場　

飯
田
橋
「
楼
蘭
」
の

　

予
定
（
美
味
し
い
中
国
料
理
店
）

■
会　

費　

２
千
円
の
予
定

　

例
年
好
評
の
長
寿
・
喜
寿
お
祝

い
ま
す
。
参
加
募
集
は
12
月
で
す
。

　

毎
年
『
演
芸
を
楽
し
む
会
』
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
会
場
の
国

立
演
芸
場
は
建
替
え
で
閉
鎖
。
代

わ
り
を
探
す
過
程
で「
大
衆
演
劇
っ

て
観
た
こ
と
な
い
」
の
声
。
そ
れ

な
ら
と
企
画
し
ま
し
た
。

★
実
施
案　
『
浅
草
木
馬
館
』

　

昼
の
部
（
12
時
～
15
時
30
分
）

　

開
催
月
に
よ
り
座
が
変
わ
る
。

★
参
加
費　

５
０
０
円
の
予
定

★
交
流
会　

観
劇
後
、
近
く
の
居

　

酒
屋
（
ホ
ッ
ピ
ー
通
り
等
）
で
、

　

参
加
費
自
己
負
担
に
よ
り
。

●
学
習
交
流
会
24
春

︿
開
催
日
﹀　

３
月
上
旬
か
中
旬

︿
テ
ー
マ
﹀　

頻
尿
と
生
活
習
慣
病
、

　
　

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

︿
講　

師
﹀ 　

平
野
敏
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
（
東
京
清
掃
顧
問
医
）

●
お
花
見
ウ
�
�
キ
ン
グ
24

︿
開
催
日
﹀　

３
月
下
旬

︿
場　

所
﹀　

飛
鳥
山
公
園
を
予
定

︿
打
上
げ
﹀　

王
子
あ
た
り
で
一
杯

●
墨
田
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク

︿
開
催
日
﹀

　

４
月
下
旬
か
、

　

５
月
中
旬

︿
場　

所
﹀

　

両
国
界
隈
を

　

探
訪
、
ち
ゃ

　

ん
こ
で
シ
メ
。

い
、
開
運
く
じ
引

き
大
会
な
ど
「
お

楽
し
み
会
」
も
行

11
月
14
日
に
谷
中
探
訪

１
月
27
日
に
新
春
の
集
い

２
月
に
観
劇
会
を
予
定

３
月
以
降
も
い
ろ
い
ろ

飛鳥山公園（ケーブルカーに乗って）

昨年の「新春の集い」

夕焼けだんだんと谷中銀座
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自
公
政
権
の
軍
拡
と
増
税
が
も
た
ら
す
も
の

　

９
月
24
日
～
25
日
、
箱
根
路
開
雲
に
お
い
て
『
東
京
都
庁
職
員
退

職
者
連
合
会
（
都
庁
退
）
宿
泊
学
習
会
』
が
開
催
さ
れ
、佐
藤
副
会
長
、

岡
澤
副
会
長
、
箱
田
幹
事
、
纐
纈
幹
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

都
庁
退
宿
泊
学
習
会
は
、
財
政
事
情
か
ら
１
年
お
き
の
開
催
と
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実
に
６
年
ぶ
り
で
し
た
。
１
日
目

は
「
学
習
会
」、２
日
目
は
「
組
織
強
化
の
課
題
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

ど
が
焦
点
。
24
年
に
は
、
将
来
の

年
金
基
準
の
見
通
し
を
示
す
「
財

政
検
証
」
が
実
施
さ
れ
る
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
増
税
を
し
な
い

と
言
っ
て
い
る
が
、
政
府
税
調
の

中
間
答
申
の
中
身
は
「
増
税
」
オ

ン
パ
レ
ー
ド
。
退
職
金
増
税
、
通

勤
手
当
課
税
、
各
種
控
除
見
直
し

な
ど
、
物
価
上
昇
の
中
で
生
活
に

直
結
す
る
問
題
だ
。

　

憲
法
審
査
会
で
何
が
議
論
さ
れ

て
い
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
私
た

ち
も
知
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、

と
て
も
民
主
主
義
国
家
の
政
党
と

は
い
え
な
い
『
日
本
維
新
の
会
』

の
対
応
は
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
核
共
有
の
議
論
を
す
る
時

だ
」「
来
年
９
月
ま
で
に
改
憲
に
向

け
決
断
を
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

軍
拡
・
増
税
路
線
の
行
き
着
く

先
の
日
本
社
会
は
、
受
け
入
れ
が

た
い
未
来
に
な
る
。
そ
れ
に
対
峙

す
る
た
め
闘
お
う
。

『都庁退学習交流集会』
６年ぶりに開催

　

学
習
会
の
テ
ー
マ
は
「
自
公
政

権
の
軍
拡
と
増
税
が
も
た
ら
す
も

の
～
受
け
入
れ
が
た
い
未
来
に
ど

う
対
峙
す
る
か
」、
講
師
は
東
京
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長
の

林　

健
さ
ん
で
し
た
。

■
以
下
講
演
内
容

　

憲
法
の
危
機
は
ど
の
レ
ベ
ル
？

相
撲
に
例
え
る
と
俵
に
足
が
か
か

り
、
一
押
し
さ
れ
れ
ば
す
ぐ
に
土

俵
を
割
る
よ
う
な
状
況
。
岸
田
内

閣
は
、
国
会
や
自
民
党
憲
法
改
正

実
現
本
部
等
で
「
総
裁
任
期
中
に

憲
法
改
正
し
た
い
」「
憲
法
改
正
へ

の
思
い
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
っ
て

い
な
い
」「
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記

す
る
こ
と
が
重
要
」
な
ど
と
発
言

し
て
い
る
。

　

自
公
政
権
に
と
っ
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
の
勃
発
は
、
好
都
合
だ
っ

た
。
戦
争
が
長
期
化
す
る
中
、
他

国
が
日
本
に
進
攻
し
た
場
合
を
想

定
し
た
敵
基
地
攻
撃
を
可
能
と
す

る
大
軍
拡
を
目
指
す
「
安
保
関
連

三
文
書
」
を
閣
議
決
定
。
防
衛
費

倍
増
、
軍
事
産
業
保
護
政
策
を
打

出
し
武
器
輸
出
三
原
則
解
禁
を
も

く
ろ
ん
で
い
る
。
５
カ
年
43
兆
は
、

ど
う
考
え
て
も
「
大
増
税
」
し
か

な
い
。
軍
事
に
よ
る
国
家
の
安
全

保
障
で
な
く
、
人
間
の
安
全
保
障

を
外
交
に
よ
り
枠
組
み
作
り
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
政
府

与
党
は
年
金
の
議
論
を
本
格
化
し

て
い
る
。
給
付
水
準
の
低
下
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
保
険
料
給

付
を
65
才
ま
で
延
長
す
る
こ
と
な

　

２
日
目
は
組
織
財
政
強
化
対
策

拡
大
単
会
会
長
会
議
で
、「
単
会
の

現
状
と
組
織
拡
大
」
が
テ
ー
マ
。

　

各
単
会
と
も
会
員
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
役
員
の
成
り
手
に
苦
労

し
、
高
齢
化
に
よ
り
散
策
行
事
等

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
共
通
の
悩
み
で
し
た
。
ま
た
、

来
年
か
ら
始
ま
る
定
年
延
長
へ
の

対
策
の
必
要
性
な
ど
も
話
さ
れ
ま

し
た
。
ど
の
単
会
も
結
構
厳
し
い

よ
う
で
す
ね
。（
岡
澤
・
纐
纈
記
）

会
員
の
減
少
、
役
員
の
成
り
手
不
足
な
ど
悩
み
多
し



５

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2023 年 11 月
　

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会

（
都
庁
職
）
の
親
睦
交
流
会
（
バ
ス

ハ
イ
ク
）
が
、
10
月
６
日
、
32
名

の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

清
掃
の
参
加
者
は
佐
藤
晋
一
さ
ん
、

岡
澤
徹
さ
ん
、
小
林
守
さ
ん
、
箱

田
修
一
で
し
た
。

　

都
庁
第
二
庁
舎
脇
に
集
合
で
し

た
が
、
参
加
者
の
ひ
と
り
が
30
分

以
上
遅
れ
、
企
画
担
当
役
員
も
出

発
時
刻
に
間
に
合
わ
ず
現
地
合
流

と
な
り
、
バ
ス
内
で
の
コ
ー
ス
説

明
は
口
頭
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
盛
上

り
に
欠
け
る
印
象
に
…
む
む
。

　

最
初
の
見
学
は
「
横
須
賀
軍
港

ク
ル
ー
ズ
」、
船
に
乗
り
停
泊
し
て

い
る
米
軍
・
自
衛
隊
の
艦
船
を
観

る
と
い
う
趣
向
。
こ
の
日
は
な
ぜ

か
「
イ
ー
ジ
ス
艦
」
が
揃
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
空
母
に
改
修
さ

れ
る
『
い
ず
も
』
は
停
泊
し
て
い

ま
し
た
が
、
寄
港
反
対
闘
争
の
対

象
、
米
空
母
『
ド
ナ
ル
ド
・
レ
ー

ガ
ン
』
は
既
に
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

黒
塗
り
の
潜
水
艦
が
４
隻
停
泊
、

色
が
色
だ
け
に
海
の
忍
者
ら
し
い

異
様
さ
が
目
立
ち
ま
し
た
。
４
隻

も
集
結
す
る
の
は
め
ず
ら
し
い
と
、

説
明
者
自
身
が
興
奮
し
て
い
ま
し

た
。
ふ
～
ん
。
一
方
で
、
自
衛
隊

運
用
の
南
極
観
測
船
『
し
ら
せ
』

の
白
と
オ
レ
ン
ジ
の
船
体
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　

昼
食
は
三
崎
港
の
「
ま
ぐ
ろ
と

地
魚
」
の
店
。
期
待
し
て
い
ま
し

た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
、
事

前
に
注
文
し
て
い
た
品
で
は
な
く

別
メ
ニ
ュ
ー
。
ま
ぐ

ろ
づ
く
し
丼
は
お

い
し
か
っ
た
け
ど
、

ガ
ッ
カ
リ
感
が
…
。

　

そ
の
後
、
横
須
賀

馬
堀
海
岸
の
絶
景
露

天
風
呂
が
売
り
の

『
湯
楽
の
里
』
へ
。

結
構
込
ん
で
い
ま
し

た
。
全
体
と
し
て
は

楽
し
め
ま
し
た
が
、

ち
ょ
っ
と
微
妙
な
バ

ス
ハ
イ
ク
で
し
た
。

（
箱
田
修
一
記
）

軍
港
横
須
賀
め
ぐ
り
と
三
崎
ま
ぐ
ろ
・
温
泉

ち
�
�
と
微
妙
だ
�
た
か
な
？
都
庁
退
親
睦
交
流
会

ス
タ
�
ト
か
ら
ア
レ
レ
？

軍
港
め
ぐ
り
は
迫
力
満
点

ラ
ン
チ
も
ト
ホ
ホ
？
で
�

　

今
春
闘
の
総
括
を
連
合
が
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
一
般
労
働
者
の

賃
上
げ
は
2.2
％
で
し
た
が
、
物
価

は
3.2
％
上
昇
と
分
析
し
て
お
り
、

実
質
賃
金
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
、
来
年
度
の
年
金

額
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

年
金
額
決
定
の
要
素
は
賃
金
と

物
価
。
現
時
点
で
は
数
値
が
出
そ

ろ
っ
て
お
ら
ず
推
計
に
な
り
ま
す

が
、「
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
」

（
過
去
３
年
平
均
の
実
質
賃
金
変
動

率
＋
前
年
の
物
価
変
動
率
＋
可
処

分
所
得
割
合
変
動
率
）
は
、
３
％

前
後
と
推
定
さ
れ
、
物
価
変
動
率

を
下
回
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

賃
金
と
物
価
が
と
も
に
上
昇
し
、

物
価
変
動
率
の
方
が
高
い
場
合
、

賃
金
変
動
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
調
整
が
控
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
0.4
％
程
度
の
マ
イ
ナ

ス
調
整
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
2.5
％
程
度
上
が
る
可
能

来
年
の
年
金
額
は
ア
�
プ

実
質
年
金
水
準
は
ダ
ウ
ン

性
が
あ
る
も
の
の
、
物

価
上
昇
率
を
下
回
り
、

実
質
目
減
り
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。
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１
９
６
３
年
５
月
１
日
、
埼
玉
県

狭
山
市
で
お
き
た
女
子
高
校
生
殺

害
事
件
、
い
わ
ゆ
る
狭
山
事
件
で
、

石
川
一
雄
さ
ん
が
え
ん
罪
を
叫
び

続
け
て
60
年
に
な
り
ま
す
。

　

石
川
さ
ん
は
１
か
月
に
お
よ
ぶ

警
察
の
取
り
調
べ
で
「
ウ
ソ
の
自

白
」
を
強
要
さ
れ
、
一
審
で
死
刑
、

二
審
で
無
期
懲
役
の
判
決
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
二
審
の
東
京
高
裁

判
決
（
寺
尾
判
決
）
か
ら
49
年
目

の
10
月
31
日
、『
狭
山
事
件
の
再
審

を
求
め
る
市
民
集
会
』
が
日
比
谷

野
音
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
３

次
再
審
を
求
め
て
い
る
今
も
、
不

当
な
寺
尾
判
決
が
石
川
さ
ん
に「
見

え
な
い
手
錠
」
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
全
国
か
ら
再
審
開
始

を
求
め
る
多
く
の
人
が
結
集
し
、

い
よ
い
よ
本
当
の
山
場
に
来
て
い

る
狭
山
闘
争
の
勝
利
を
め
ざ
し
て
、

熱
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

石
川
一
雄
さ
ん
・
早
智
子
さ
ん

と
は
半
月
前
の
10
月
15
日
に
狭
山

現
調
（
報
告
は
次
ペ
ー
ジ
）
で
お

会
い
し
た
ば
か
り
で
し
た
が
、
証

人
尋
問
と
イ
ン
ク
鑑
定
の
事
実
調

べ
を
求
め
、
い
つ
に
も
増
し
て
力

強
い
ア
ピ
ー
ル
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

弁
護
団
か
ら
は
昨
年
８
月
に
提

出
し
た
「
11
人
の
鑑
定
人
の
証
人

尋
問
と
万
年
筆
の
イ
ン
ク
の
鑑
定
」

に
関
わ
る
詳
細
な
説
明
と
三
者
協

議
の
状
況
が
報
告
さ
れ
、
12
月
に

退
官
を
控
え
て
い
る
大
野
裁
判
長

に
最
低
で
も
再
審
に
つ
な
が
る
決

定
を
求
め
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

連
帯
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
ま
っ
先

に
10
月
27
日
に
再
審
が
開
始
さ
れ

た
袴
田
事
件
の
お
姉
さ
ん
・
袴
田

ひ
で
子
さ
ん
が
壇
上
に
立
ち
、
再

審
公
判
の
様
子
を
お
話
し
さ
れ「
次

は
狭
山
で
す
」
と
き
っ
ぱ
り
言
い

切
り
ま
し
た
。
８
月
に
亡
く
な
っ

た
布
川
事
件
の
桜
井
昌
司
さ
ん
の

姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
足

利
事
件
の
菅
家
利
和
さ
ん
、
東
住

吉
事
件
の
青
木
惠
子
さ
ん
、
湖
東

記
念
病
院
事
件
の
西
山
美
香
さ
ん

と
、
再
審
無
罪
を
勝
ち
取
っ
た
え

ん
罪
被
害
者
が
次
々
と
ア
ピ
ー
ル
、

狭
山
再
審
闘
争
勝
利
の
た
め
に
闘

う
こ
と
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
東
京
高
裁
や
霞
が
関

一
帯
を
デ
モ
で
ア
ピ
ー
ル
し
、
早

急
な
再
審
の
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

（
押
田
五
郎
記
）

石川一雄さんも袴田巌さんも無実だ！　
東京高裁は狭山事件の事実調べを行え！

冤
罪
な
く
せ
！
被
害
者
が
訴
え

再
審
開
始
求
め
、
決
意
固
め
る

一日も早く再審無罪を実現させよう！

狭山事件の再審を求める市民集会

えん罪と闘ってきた足利事件菅家さん、袴田事件巌さんの
姉袴田ひで子さん、石川早智子さん、石川一雄さん、東住
吉事件青木惠子さん、湖東記念病院事件西山美香さん
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る
お
勝
手
の
か
も
い
」
を
は
じ
め
、

石
川
さ
ん
の
「
ウ
ソ
の
自
白
」
に

基
づ
い
て
現
地
を
歩
き
、
い
か
に

そ
の
「
自
白
」
が
で
た
ら
め
で
、

石
川
さ
ん
の
「
犯
行
」
が
あ
り
え

な
い
か
を
実
地
に
確
認
し
ま
し
た
。

　

現
地
を
回
り
終
え
た
２
つ
の
班

の
仲
間
は
、
再
度
現
地
事
務
所
で

合
流
し
、
早
智
子
さ
ん
を
囲
ん
で

全
員
が
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。
初

参
加
の
仲
間
か
ら
は
「
初
め
て
事

実
を
知
っ
た
」「
職
場
の
仲
間
や
家

族
に
も
話
し
、
支
援
を
広
げ
て
い

き
た
い
」「
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、

現
地
を
歩
く
こ
と
は
本
当
に
重
要

だ
と
感
じ
た
」
と
積
極
的
な
発
言

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
く
再
審
を
実
現
し

　

石
川
さ
ん
の
汚
名
を
晴
ら
そ
う

　

石
川
さ
ん
は
も
う
84
歳
。
何
と

し
て
も
一
日
も
早
く
再
審
を
実
現

し
、「
殺
人
犯
」
の
汚
名
を
晴
ら
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
は
本

当
に
最
後
の
山
場
で
す
。
こ
の
闘

い
に
勝
利
す
る
た
め
に
も
狭
山
現

調
は
重
要
で
あ
り
、
差
別
の
原
点

を
教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て

い
き
ま
す
。
来
年
も
や
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
押
田
記
、写
真
は
東
京
清
掃
提
供
）

な
る
。
袴
田
巌
さ
ん
の
再
審
も
始

ま
る
。
裁
判
所
は
一
日
も
早
く
事

実
調
べ
を
行
な
い
新
証
拠
を
精
査

し
、
再
審
開
始
を
決
断
し
て
ほ
し

い
。
大
野
裁
判
長
が
12
月
に
退
任

す
る
が
、
必
ず
再
審
の
道
筋
を
開

く
こ
と
を
求
め
た
い
」
と
力
強
く

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
地
を
歩
け
ば
「
ウ
ソ
の
自
白
」

　

〜
白
日
の
も
と
明
ら
か
に
な
る

　

午
後
か
ら
、
近
藤
書
記
長
と
郡

司
さ
ん
（
人
権
交
流
会
副
会
長
）

が
案
内
役
の
２
班
に
分
か
れ
、
現

地
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
地
事
務
所
の
「
被
害
者
の
万

年
筆
が
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
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じ
よ
う
に
朝
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
戻
し
ま
し
た
。
初
参
加
の
若

い
仲
間
も
多
数
迎
え
て
総
勢
28
名

に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
川
一
雄
さ
ん
と
早
智
子
さ
ん

　

「
再
審
開
始
」
を
力
強
く
訴
え
る

　

午
前
中
は
、
狭
山
事
件
の
経
過

や
現
状
を
訴
え
る
ビ
デ
オ
を
鑑
賞

し
た
の
ち
、
部
落
解
放
同
盟
東
京

　

朝
の
雨
が
午
前
中
の
学
習
中
も

続
き
心
配
で
し
た
が
、
午
後
か
ら

の
現
地
調
査
で
は
見
事
に
晴
れ
て
、

日
頃
の
行
な
い
の
良
さ
が
証
明
さ

れ
た
10
月
15
日
、
清
掃
・
人
権
交

流
会
と
東
京
清
掃
労
働
組
合
が
交

互
に
主
催
し
27
年
連
続
と
な
る
狭

山
現
地
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同

冤
罪
は
か
く
し
て
つ
く
ら
れ
た　

再
審
無
罪
実
現
ま
で
闘
い
抜
こ
う

都
連
書
記
長
の
近
藤

さ
ん
か
ら
事
前
学
習

と
現
地
調
査
の
ポ
イ

ン
ト
を
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
を
は
さ

ん
で
、
石
川
一
雄
さ

ん
と
早
智
子
さ
ん
が

会
場
の
富
士
見
集
会

所
に
駆
け
付
け
て
く

れ
、
お
二
人
か
ら
は

「
目
や
耳
に
不
自
由

さ
は
あ
る
が
、
無
実

を
求
め
て
意
気
軒
高

で
す
。
み
な
さ
ん
の

支
援
が
本
当
に
力
に

27
年
連
続
の
狭
山
現
地
調
査

石川一雄さん、早智子さんを囲んで

真剣にお話しを聞く参加者
意気軒昂に再審開始を求める
石川一雄さん、早智子さん

「ウソの自白通りなら犯行はありえない」
現地調査で説明する郡司さん
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す
遅
れ
る
。
国
は
代
執
行
を
止
め

て
、
沖
縄
県
と
対
話
す
べ
き
だ
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
加
担
す
る
軍
拡
と

　

改
憲
阻
止
へ
野
党
共
闘
強
化
を

　
『
オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動
』
の
小
出

重
義
弁
護
士
は
、「
６
月
４
日
に
12

回
目
の
１
万
人
集
会
を
開
催
し
た
。

岸
田
政
権
は
ブ
レ
ー
キ
が
壊
れ
た

機
関
車
の
ご
と
く
戦
争
へ
の
道
を

突
っ
走
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に

加
担
す
る
軍
拡
路
線
と
改
憲
策
動

を
止
め
る
た
め
、
野
党
共
闘
を
強

化
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
力
で
不
当
解
雇
や
労

働
条
件
不
当
改
悪
を
許
さ
な
い
闘

い
を
取
り
組
む
秋
の
東
京
総
行
動

が
、
10
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
の
１
日
行
動
で
は
き
つ

い
の
で
、退
職
者
会
は
夕
方
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
支

援
を
中
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
が
労
働
組

合
忌
避
に
よ
り
237
名
を
不
当
解
雇

し
て
か
ら
23
年
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
等
の
勧

告
を
無
視
、
団
交
す
ら
拒
否
し
て

い
ま
す
。
親
会
社
の
ト
ヨ
タ
は
子

会
社
に
争
議
解
決
を
指
導
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
、
ト
ヨ

タ
自
身
、
21
年
９
月
に
『
自
動
車

人
権
方
針
』
を
公
表
し
、国
連
「
人

権
指
導
原
則
」
に
基
づ
く
人
権
尊

重
の
取
組
み
を
進
め
る
と
誓
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
す
。

ト
ヨ
タ
は
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
支
援
の
闘
い
は
有

楽
町
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
プ
ラ
ザ
前
で
行
わ

れ
た
座
り
込
み
行
動
に
合
流
す

る
か
た
ち
で
取
組
ま
れ
ま
し
た
。

１
６
５
名
の
解
雇
は
「
必
要
の
な
い

も
の
だ
っ
た
」
こ
と
が
裁
判
な
ど

を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
誠
意
を
示
せ
！

　

争
議
の
解
決
へ
向
け
て
、
12
月

22
日
に
、「
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
大
包
囲
行

動
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

10・27東京総行動
トヨタとＪＡＬは争議を解決しろ！

ブ
レ
ー
キ
の
壊
れ
た
機
関
車
岸
田
政
権
を
ト
メ
ロ
！

　

臨
時
国
会
開
会
を
翌
日
に
控
て
、

10
月
の
19
日
行
動
が
国
会
議
員
会

館
前
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
増
税
メ
ガ
ネ
」
と

揶
揄
さ
れ
る
岸
田
首
相
の
姿
勢
を

批
判
す
る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
の
民
間
人
虐
殺
を

　

止
め
る
た
め
、
外
交
努
力
を
！

　

主
催
者
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
民

間
人
の
い
の
ち
が
奪
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
触
れ
て
「
暴
力
の
連
鎖
で

は
事
態
は
変
え
ら
れ
な
い
。
日
本

政
府
は
憲
法
の
理
念
に
則
し
た
外

交
を
行
え
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

南
西
諸
島
は
軍
事
要
塞
化

　

辺
野
古
埋
立
て
の
代
執
行
反
対

　

市
民
か
ら
の
挨
拶
の
冒
頭
、『
辺

野
古
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー

ル
沖
縄
会
議
』
の
糸
数
慶
子
共
同

代
表
が
電
話
で
発
言
。「
南
西
諸
島

が
軍
事
要
塞
化
さ
れ
、
石
垣
で
は

オ
ス
プ
レ
イ
を
使
っ
た
米
軍
と
自

衛
隊
の
共
同
訓
練
が
行
わ
れ
て
お

り
、
沖
縄
が
再
び
戦
場
に
な
る
危

険
が
現
実
化
し
て
い
る
」「
辺
野
古

埋
立
て
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
は

民
意
に
則
し
て
い
な
い
。
超
軟
弱

地
盤
で
工
事
は
長
期
化
し
、
危
険

な
普
天
間
基
地
の
返
還
は
ま
す
ま

東京清掃の仲間も多数参加，頑張ってます
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10
月
11
日
、
特
別
区
人
事
委
員

会
は
、
①
公
民
較
差
３
７
２
２
円

（
０
・
98
％
）
解
消
の
た
め
、
初
任

給
、
若
年
層
に
重
点
を
お
き
つ
つ
、

全
て
の
級
・
号
給
で
千
円
以
上
の

給
料
表
改
善
、
②
特
別
給
０
・
１
月

引
上
げ
（
一
般
職
員
は
勤
勉
手
当

割
振
り
、
管
理
職
員
は
期
末
・
勤

勉
手
当
に
均
等
配
分
）
等
と
す
る

報
告
と
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。
年

間
平
均
で
10
万
２
千
円
の
増
で
す
。

　

全
国
最
高
水
準
の
ボ
ー
ナ
ス
と

全
職
員
の
月
例
給
引
上
げ
勧
告
は

評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
特

に
中
高
齢
層
に
と
っ
て
充
分
な
引

上
げ
と
は
言
い
難
い
も
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
18
年
実
施
の
行
政

系
人
事
制
度
改
訂
に
伴
い
大
幅
賃

下
げ
勧
告
を
行
っ
た
影
響
に
よ
り
、

政
令
指
定
都
市
中
最
低
水
準
に
落

特別区人事委員会報告と勧告

【給与に関する報告・意見】
１．月例給
　○公民較差 3,722 円（0.98％）
　　（給料 3,102 円、はね返り 620 円）
　○給料表改定
　＊初任給引上げ
　　（Ⅰ類 8,000 円、Ⅲ類 6,000 円増）

＊初任給、若年層に重点を置きつつ、全て
の級・号給で 1,000 円以上引上げ

２．特別給（期末手当・勤勉手当）
＊民間の支給状況を勘案し、年間の支給月

数を 0.1 月引上げ（4.55 月→ 4.65 月）
＊引上げ分は、民間の状況等を考慮し、一

般職員は勤勉手当に割振り、管理職員は
期末手当及び勤勉手当に均等配分

３．本年の公民較差算出と差額支給
＊本年の勧告は、差額支給者（18 年実施行政系人事給

与制度改正に伴う給料月額が最高号給金額を超えて差額を支給
されている職員）を公民比較から除外して公民較差
を算出する一時的特例的な措置による。差額支
給者を除外しない場合、公民較差は 2,526 円。

＊差額支給者は、着実な解消を図るべきものだ
が、差額支給者数は本年４月１日時点で 864 人、
減少数は 283 人、任用面による解消は昇任者
24 人に過ぎない。引き続き、差額支給の着実
な解消に向けて、より一層の積極的な取組を。

４．実施時期
　＊月例給　2023 年４月１日
　＊特別給　条例公布の日

【人事・給与制度に関する意見】
４．行政系人事・給与制度改正における現状

と課題
　■知識・経験が豊富な職員の活躍促進

・給与面においては、行（一）２級において高位
号給職員の人数が増加していることに留意（特
に最高号給適用者）。職員の平均給与が高くなり、
公民比較において影響を及ぼす。

東
京
清
掃
賃
金
確
定
闘
争
に
固
く
連
帯

東京清掃 23 賃金確定第一波総決起集会
（写真は東京清掃より提供）

し
込
め
ら
れ
て
い
る

賃
金
構
造
の
抜
本
的

改
善
を
勧
告
す
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
が

一
番
の
問
題
で
す
。

　

ま
た
、
所
謂
「
差

額
支
給
者
」
問
題
に

ふ
れ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、『
人
事
・

給
与
制
度
に
関
す
る

意
見
』
で
、
さ
ら
な

る
賃
金
抑
制
に
繋
が

り
か
ね
な
い
指
摘
を

す
る
な
ど
、
特
別
区
人
事
委
の
悔

い
改
め
な
い
姿
勢
は
理
不
尽
で
す
。

連帯挨拶
（戸枝事務局長）

団結ガンバロウ発声
（多田委員長）

　

東
京
清
掃
は
、

①
行
政
職
に
比
し

て
低
水
準
な
現
業

賃
金
の
抜
本
改
善
、

②
技
能
主
任
職
任

用
資
格
基
準
等
、

技
能
・
業
務
系
人

事
制
度
改
善
を
闘

い
の
中
心
課
題
に

据
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
厳
し
い

闘
い
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
退
職

者
会
は
現
役
世
代

の
闘
い
に
固
く
連

帯
し
て
い
き
ま
す
。

人
事
委
員
会
勧
告
の
概
要

不
当
な
勧
告
内
容
に
怒
り
心
頭

ガ
ン
バ
レ
！
東
京
清
掃
！
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新
規
加
入
し
た
方
に

は
、
５
千
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
さ
ら
に
お
得
で
す
。

　

再
任
用
組
合
員
は
退

保
険
加
入
を
義
務
化
し
て
い
ま
す
。

『
安
心
総
合
共
済
』
は
、
自
転
車
保

険
に
該
当
し
て
お
り
、
安
心
を
お

届
け
で
き
ま
す
。

安心総合共済
安い掛金で大きなメリット 　

全
日
本
自
治
体
退
職

者
会
が
取
り
扱
う
会
員

向
け
損
害
保
険
『
安
心

療
機
関
案
内
、
③
予
約
制
専

門
医
相
談
、
④
転
医
・
患
者

移
送
手
配
な
ど
に
対
応
す

る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
」

は
、
非
常
に
便
利
で
す
。
他

社
の
損
害
保
険
で
は
ほ
と
ん

ど
が
有
料
で
す
が
、『
安
心

総
合
共
済
』
は
無
料
、
そ
の

上
、
法
律
・
税
務
相
談
や
社

会
保
険
の
相
談
、
電
話
介
護

相
談
な
ど
の
「
デ
イ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
」
と
「
介
護
ア
シ
ス

ト
」
も
つ
い
て
い
ま
す
。

■掛金と保障金額

安
心
共
済
は
お
得

５
千
円
バ
ッ
ク
で
さ
ら
に
お
得

新規加入した方へ

５千円キャッシュバッ
ク

総
合
共
済
』
は
、
高

い
団
体
割
引
率
が
適

用
さ
れ
て
掛
金
が
安

く
、
加
入
に
あ
た
っ

て
の
年
齢
制
限
が
な

く
、
医
師
の
審
査
も

不
要
（
が
ん
補
償
を

除
く
）
な
ど
、メ
リ
ッ

ト
が
一
杯
で
す
。

■３つの基本補償

③携行品損害
住宅外で家財が損傷した場
合の補償。最大 50 万円。

①障害事故
日常生活のケガに対する補
償。通院でも１日目から補
償。（病気は対象外です。）

②賠償事故
個人賠償責任の補償。国
内無制限、国外１億円ま
で（同居の家族も補償）。

オプション（別途追加保険料）

がん補償（89 歳まで）、ホー
ルインワン・アルバトロス費
用もあります。

　

ま
た
、
①
緊
急

医
療
相
談
、
②
医
　

東
京
都
は
自
転
車

自
転
車
保
険
に
該
当

職
者
会
の
準
会
員
で
す
の
で
、『
安

心
総
合
共
済
』
に
加
入
で
き
ま
す
。

勿
論
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
も
対

象
に
な
り
ま
す
。
競
合
す
る
他
団

体
の
保
険
よ
り
有
利
で
す
。
是
非

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

再
任
用
の
方
も
加
入
可


